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(1)	 	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)	 単体が示す性質として、金属と（真性）半導体の違いを、(i) 電導性の温度依存性、(ii) バンド、

(iii) 周期表上の元素の性質の３つの立場から、説明せよ。それぞれ、絵（定性的なスケッチでよ
い）を使って、2行以上で述べること。 

 
(3) (a) 四塩化炭素 CCl4中の炭素の混成状態は何と呼ばれるか。 
 (b) C-Cl結合には極性がある。CCl4は極性分子か。 

(c) 結合角 ∠Cl-C-Cl を q とするとき、cos q はいくらか。 
C−Clの一つを x軸にとり、もう一つを xy面に置くと考えやすいだろう。 

 
(4) 次の分子の構造を予測せよ。さらに、構造の中心に置かれた原子について、混成状態を記せ。 
 (1) CH3+   (メチル陽イオン) (2) SOCl2 	 （塩化チオニル） 
 (3) [CoCl6]3- (4) H2C=C=CH2	  
	 	

(5) 	

	

	

	

	

 
(6) (i) 錯化合物の構造について、常磁性のニッケル(II)錯体は正八面体に近いが、銅(II)錯体は引き延

ばされた八面体もしくは平面正方形であることが多い。d軌道のエネルギー準位図を描いて、こ
の理由を述べよ。 

 (ii) 常磁性のニッケル(II)錯体は正八面体配位構造が多いが、反磁性のニッケル(II)錯体は平面正
方配位構造である。電子配置を描いて説明せよ。 

	

(7)  チタン酸バリウムは化学式 BaTiO3 で表わされる、ペロブスカイト構造をもつ人工鉱物である。
極めて高い比誘電率を持つことからセラミック積層コンデンサなどの誘電体材料として広く使

用されている。 
(i) 結晶格子を描いて、この誘電挙動の原理を説明せよ。 

 (ii) Ba をよりイオン半径の小さな Ca に置換したら、誘電性はどのように変化するかを予想せ
よ。（合理的に推論しているかどうかを評価の基準にする） 

 



 
 


